
2009年7月1日（7月号） E-mail　kikansi@jonanhoken.gr.jp　（4）城　南　の　保　健

城南福祉医療協会

　品川・大田巡回車　運行表

＊「入院」「検査」「おみまい」に、ぜひご利用
ください。

＊予約なし、連絡なしでご利用いただけます。
＊料金……無料

＊月曜～金曜は　第１便～第４便まで運行
＊土曜日は　　　第１便と第２便のみ
＊日曜日は　　　運行なし

第1便 大 田 病 院⇨ 三ツ木診療所 ⇨ ゆたか診療所 ⇨ 大森中診療所 ⇨ 大 田 病 院
8：30 発 8：55 着

9：00 発
9：10 着
9：15 発

9：50 着
9：55 発

10：00 着

第2便 大 田 病 院 ⇨ 大森中診療所 ⇨ 三ツ木診療所 ⇨ ゆたか診療所 ⇨ 大森中診療所 ⇨ 大 田 病 院
11：00 発 11：05 着

11：10 発
11：40 着
11：45 発

11：55 着
12：00 発

12：25 着
12：30 発

12：35 着

第3便 大 田 病 院 ⇨ 大森中診療所 ⇨ 三ツ木診療所 ⇨ ゆたか診療所 ⇨ 大森中診療所 ⇨ 大 田 病 院
13：30 発 13：35 着

13：40 発
14：20 着
14：25 発

14：35 着
14：40 発

15：10 着
15：15 発

15：20 着

第4便 大 田 病 院 三ツ木診療所 ⇨ ゆたか診療所 ⇨ 大森中診療所 ⇨ 大 田 病 院
15：25 発 15：55 着

16：00 発
16：10 着
16：15 発

16：45 着
16：50 発

16：55 着

⇨

西大井２丁目 14件
二　葉１丁目 59件
東品川１～４丁目 15件
南品川１～２丁目 18件
南品川５丁目 20件
勝　島１丁目 3件
東六郷２丁目 20件
東六郷３丁目 72件
南六郷１丁目 17件
南六郷２丁目 20件
南六郷３丁目 17件
西六郷１丁目 6件
西糀谷１丁目 36件

西糀谷３丁目 38件
西糀谷４丁目 53件
多摩川１～２丁目 11件
上池台５丁目 19件
北千束１～３丁目 25件
田園調布４丁目 4件
田園調布５丁目 10件
大森東１丁目 50件
大森東３丁目 70件
大森西２丁目 26件
大森西３丁目 34件
蒲　田１丁目 38件

「城南の保健」手配りボランティア募集
　城南の保健は組合員と協力医療機関、事業所職員のボラン
ティアによって、手配りで配達されています。少なくない数
の世帯に郵送をしています。手配りは組合員どうしの助け合
いでも大変重要な活動です。配る部数は１人20部を目安にし
たいと思います。皆さんのご協力をお願いします。

介護保険制度の改善、社会保障の充実を求める署名

年　　月　　日
衆議院議長　殿
参議院議長　殿

紹介議員　　　　　　　　　　　　

　「介護の社会化」をめざしスタートした、介護保険制度は10年目をむかえました。
しかし今、「保険あって介護なし」の現実がいっそう広がっており、地域の介護は
崩壊の危機にあります。
　行き届いた介護の実現は、すべての国民の願いです。費用負担の心配なく、必要
な介護が保障される真の「介護の社会化」の実現と、それを支える介護職員がその
専門性を高め、誇りをもって働き続けることができる環境整備が急務です。介護・
社会保障の充実は、雇用、内需を拡大させ、地域社会の活性化にもつながります。
　その実現のために、国の介護・社会保障費を大幅に増やすことが必要です。
　以下の項目を請願します。

　請願項目

１．国の介護・社会保障費を大幅に増やすとともに、社会保障費を毎
年2,200億円削減する方針を即刻撤回してください。

２．利用を抑制・制限するのではなく、必要な介護が保障されるよう
介護保険制度を抜本的に改善してください。

３．新しい認定制度の実施を中止し、改めて認定制度の総合的な検証
を行い、抜本的な改善をはかってください。

４．労働条件の改善、事業経営の安定がはかれるよう介護報酬を大幅
に引き上げてください。介護報酬の引き上げが利用の支障を生ま
ないよう、支給限度額の見直しなど必要な対策を講じてください。

５．介護従事者の確保、養成に対して、実効性のある施策を国の責任
で実施してください。

氏　　名 住　　　　　所

＊この署名は、国会に提出する以外に使用しません。

【取扱団体】

全日本民医連（全日本民主医療機関連合会）
〒113ｰ8465　東京都文京区湯島2ｰ4ｰ4　平和と労働センター7F

TEL　03ｰ5842ｰ6451　FAX　03ｰ5842ｰ6460
URL　http://www.min-iren.gr.jp

城南保健生活協同組合　TEL　03ｰ3762ｰ0266　FAX　03ｰ3762ｰ0239
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の
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南
の
保
健
」
を
読

ま
れ
た
方
か
ら
投
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が
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介
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「
城
南
の
保
健
」
09
年
５
月
１
日

号
掲
載
の
歯
科
「
お
口
の
お
話
」（
吉

田
心
一
先
生
）
の
記
事
が
大
変
に
良

か
っ
た
。

　
「
お
口
の
お
話
」
の
見
出
し
が
目

に
入
っ
た
と
き
、こ
れ
は
「
虫
歯
か
、

入
れ
歯
の
話
」
が
書
い
て
あ
る
の
だ

ろ
う
と
思
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
摂

食
燕
下
」
と
い
う
漢
字
が
目
に
入
り

「
歯
科
の
話
で
こ
れ
は
な
に
が
書
い

て
あ
る
の
か
」
と
興
味
を
も
っ
た
。

　

話
の
中
身
は
「
食
事
ポ
ロ
ポ
ロ
」

や
「
口
に
入
れ
た
ま
ま
の
お
し
ゃ
べ

り
」「
唾
が
多
い
話
」
な
ど
、
年
寄

り
が
日
頃
体
験
し
、
普
段
は
気
に
し

な
が
ら
も
い
い
加
減
に
や
り
す
ご
し

て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
親
切
に

解
説
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
話
は
医
者
が
年
寄
り

や
そ
の
家
族
の
生
活
の
中
に
入
っ
て

行
っ
て
は
じ
め
て
取
り
上
げ
て
も
ら

え
る
話
で
あ
り
、
吉
田
先
生
の
生
き

ざ
ま
が
見
え
て
く
る
記
事
で
し
た
。

（
80
歳　

組
合
員
）
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と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

最
近
、「
城
南
の
保
健
」
を
読
ま

れ
た
方
か
ら
の
ご
意
見
や
連
絡
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
機
関
紙
を
読
ん

で
「
大
腸
ガ
ン
検
査
の
大
切
さ
が
よ

く
わ
か
っ
た
の
で
キ
ッ
ト
を
く
だ
さ

い
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま

す
。
大
田
病
院
へ
も
「
無
料
低
額
診

療
」
の
こ
と
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
し
、
先
日
も
「
知

人
に
無
料
低
額
診
療
の
こ
と
を
教
え

て
あ
げ
た
い
の
で
機
関
紙
を
く
だ
さ

い
」
と
、
本
部
に
み
え
た
方
も
い
ま

し
た
。

　
「
城
南
の
保
健
」
は
毎
月
、
約

２
万
世
帯
の
方
々
に
読
ま
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
も

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
機
関
紙
編
集
委

員
会
で
、
よ
り
よ
い
紙
面
に
し
て
い

く
た
め
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。││
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い
つ
も
「
城
南
の
保
健
」
を
ご
愛

読
く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
目
に
と
ま

り
こ
の
よ
う
な
感
想
を
い
た
だ
け
る

と
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

今
回
「
摂
食
嚥
下
」
と
い
う
少
し

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
を
目
に
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
歯
科
の
話
は
虫
歯
と

歯
周
病
と
入
れ
歯
の
話
が
中
心
に
な

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
こ
こ
数
年
研
究
さ
れ
て
き

た
別
の
分
野
を
少
し
紹
介
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
城
南
と
い
う
地

域
で
よ
り
良
い
技
術
と
医
療
の
実
践

に
近
づ
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ま
の
生
活
を
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
事

を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
歯
科
医
・
吉
田
心
一
）

投
稿
紹
介

き　
　

り　
　

と　
　

り　
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